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移動： 案内, 検索  
久留米絣（くるめがすり）は、福岡県久留米市および周辺の旧久留米藩地域で製造されて

いる絣。織る前に柄を染め分ける織絣に分類される。綿織物で、藍染めが主体。伊予絣、

備後絣とともに日本三大絣の一つともされる。昭和 51 年（1976 年）経済産業大臣指定伝

統工芸品に指定されている。 
 
南方から琉球を経由して伝わった絣と別に、江戸時代の後期に、井上伝という当時 12 歳の

少女が創始したとされる。久留米藩が産業として奨励していた。 
 
伝の織りだした新しい織物は「加寿利」と名づけられて市場で好評を得た。伝は、当時産

業の少なかった久留米近郊の人々にその技術を教え、広めた。その後、土地の人々による

織機の改良や、絵絣、小絣の技術開発などにより、久留米地方一帯は、明治時代には久留

米絣の一大産業地となった。また、久留米絣は、木綿絣の最高級品であるとの評判を得た。 
昭和三二年に国の重要無形文化財の指定をうけているが、第二次大戦後から伝統的な手仕

事による織物の数は減少し、化学染料染、機械織が主流となっている。「本場久留米絣」に

は、手くびりによる絣糸を天然藍で染め、投杼の手織機で織るという伝統的な技術が活か

されている。一時は年間 200〜300 万反を生産したが、戦後は洋装化により絣の需要が激減、

現在は少量の生産にとどまるなか、久留米絣を用いたスニーカーやカバンといった新商品

開発など、新たな動きも出てきている。日本の小説家、太宰治は久留米絣を用いた着物を

好んで着ていた。 
 



【工程】 
久留米絣は、約 30 の工程を経てできあがる。 
織り上がるまでていねいに 3ヶ月間かかる。 
1.くくる 
経糸（たていと）は経尺（たてじゃく）をあてて、くくる部分に墨をつけ、粗苧（あらそ

う）でくくります。緯糸は絵糸と一緒に整えているので、絵糸の印の部分を経糸とおなじ

ようにしてくくります。 
微妙な手際が仕上がりに影響を及ぼすので、大変な熟練を要します。 
2.染める 
藍瓶（あいびん）は 8～12 本並んでいて、染めるときは濃度の低い下藍から中藍、上藍へ

と順次連続して染めていきます。 
染めた糸かせは、そのつどよく絞り、たたきます。これは“くびりきわ”がよく染まるよ

う糸をふくらませ、空気に触れさせることで藍の酸化を助ける目的があります。 
3.織る 
投杼機（なげひばた）を使います。 
杼（ひ）で緯糸（よこいと）を通して、経糸（たていと）の柄模様に緯糸（よこいと）を

合わせ、おさをとんとんと打ち込みます。 
綜絖の高さ、足の踏み込み加減、筬の打ち具合によって製品の善し悪しが決まるため、手

織の技術は相当の経験を必要とします。 
 
【絣が作品に変わるまで】 
1.企画 
製品の企画は約 1 年からはじめます。 
儀右ヱ門のコンセプトに合わせて、じっくりと話し合いを重ねます。 
2.デザイン 
春物や冬物など要望を元にデザインしていきます。 
デザイン画を起こし、服づくりのためのスタイル画を考案していきます。 
3.試作 
まずは試作品を作り、展示会でお客様のご意見をお聞きします。 
ご好評いただいた洋服を製品化します。 
4.裁断・縫製 
デザインが完成したら、製品化します。 
緻密なデータから作ったパターンをもとに、細かく工場と相談しながら作ります。 
裁断から縫製まで約 3 日で完成です。 
 


